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防災 守 くん

(平成13年 4月 29日 展 勝地北上市民野球場)

北上市消防演習 (開会式)

”

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

”　
　
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
　

揚

長

斎

藤

正

夫

”　
　
私
た
ち
消
防
職
員
は
、
あ

”　
ら
ゆ
る
災
害
に
身
を
挺
し
、

”　
社
会
の
安
寧
と
住
民
の
生
命

・

”　
身
体

・
財
産
を
守
る
た
め
、

”　
日
夜
職
務
に
励
ん
で
お
り
ま

”　
す
。

“　
　
本
年
３
月
の
芸
予
地
震
に

”　
は
じ
ま
り
、
９
月
に
起
き
た

”

東
京
歌
舞
伎
町
の
雑
居
ビ
ル

”　
火
災
や
、　
ア
メ
リ
カ
の
同
時

”　
テ
ロ
爆
破
事
件
な
ど
、

住
民

”　
生
活
を
脅
か
す
災
害
は
い
つ
、

”　
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
得
る
も

Ｈ　
の
で
あ
り
ま
す
。

”　
　
こ
の
よ
う
な
災
害
か
ら
住

”　
民
を
守
る
た
め
に
、

各
地
域

”　
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
協
力
を

”　
い
た
だ
き
な
が
ら
安
全
で
安

”　
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

”　
に
更
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の

Ｈ　
で
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
を

”　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

西和賀連合消防演習 (湯田町 ・沢内村) 大 正 ・昭和初期に活躍 した腕用ポンプで消防操法を披露

(平成13年4月 29日 湯 本小学校校庭)
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字威地年秋季全国衆髪予防運動
側月 9目隆推ジ阿月電5目錨

標語 『たしかめて。火を消してから 次のこと』

悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販

売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

「消
防
署
か
ら
来
ま
し
た
１

一
般
家
庭

で
も
消
火
器
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
？

な
ど
と
言
わ
れ
消
火
器
を
買
わ
さ
れ
る
事

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
、

お
年
寄
り
だ
け
の
い
る
日
中
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

一
般
家
庭
で
は
消
火
器
の
設
置
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
暑
で
は
消
火
器
の
販
売
や
斡
旋
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
が
高
ま
る
中
、

海

や
山
へ
出
か
け
て
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
を
す
る
時
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

「
ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
」

で
ヤ
ケ
ド
を
す

る
な
ど
の
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
の
で
注

意
し
て
下
さ
い
。

着
火
剤

っ
て
？

着
火
剤
と
は
、

木
炭
や
マ
キ
な
ど
に
火

が
着
き
や
す
く
す
る
た
め
に
補
助
的
に
使

わ
れ
る
燃
料
で
す
。

柔
ら
か
い
ポ
リ
容
器

に
入
っ
て
絞
り
出
し
て
使
う
ゼ
リ
ー
状
や

固
形
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

成
分
は

ア
ル
コ
ー
ル
や
灯
油
、

木
材
繊
維
な
ど
で
、

商
品
は
多
種
多
様
で
す
。

年
間
の
出
荷
個

数
は
５０
万
個
を
越
え
、

こ
の
う
ち
最
も
多

い
の
が
ゼ
リ
ー
状
の
着
火
剤
で
す
。

県内各市町村から

ゼ リー状 の着 火剤 で事故 多発

第11回岩手県火災予防フェステ ィパル

平成13年11月 9日 働北上市で開催

1,800人参加

火 災予 防 パ レー ド

午前10時00分に、パ レー ド隊約1′200

人が九年大橋北側せせらぎ公園を出発

し、市役所東側を通 り、市民会館 まで

の約25キ ロメー トル火災予防を呼び推ト

けます。

沿道にて皆様の声援をお願いします。

式典 午 前 11時10分～市民会館

祥県押新頑薪明

｀l押
、為 :W it〔::::F
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i駅品の日」潤阿7厚げ

克殻
い
う
曰
レ
¨

形
レ
ク
多
グ
を
軽
勝

！

平
成
十
三
年
九
月
九
日
、

『救
急
の
日
』

に
、

消
防
組
合
、

北
上
医
師
会
、

北
上

市
、

岩
手
県
看
護
協
会
北
上
支
部
等
の

主
催
で
、

「安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に

「
救
急
の
日
」
消
防

フ
ェ
ス
タ
が
北
上
市
総
合
運
動
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、

応

急
手
当
普
及
優
良
企
業
と
し
て
岩
手
東

芝

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
側
に
感
謝
状
を
、

普
通
救
命
講
習

一
万
人
目
の
受
講
者
、

川
村
和
也
君
（沢
内
中
学
校
三
年
）
に
記

念
の
修
了
証
と
楯
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

看

護
婦
、

会
社
員
、

専
門
学
校
生
等
に
よ

る
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
、

茂
木
医

師
の
講
演
、
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、

婦
人
消
防
協
力
隊
、

江
釣
子
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

国
内
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が

式
典
に
華
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

屋
外
に
設
け
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
で
は
、

た
く
さ
ん
の
入
場
者
で

賑
わ
い
を
見
せ
、

救
急
業
務
等
に

対
し
て
理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。

消
防
救
助
技
術

荘
―Rescuθけ

全
国
大
会
で
入
賞

平
成
十
三
年
八
月
八
日
、

東
京
都
豊

洲
の
東
京
消
防
庁
訓
練
場
で
開
催
さ
れ

た
、

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
東
北

・

新
潟
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
北

上
消
防
署
の
藤
村
淳
生
消
防
士

（二
十
四

歳
）
・
安
藤
義
隆
消
防
士

（
二
十
二
歳
）

の
ペ
ア
ー
は
、

ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
競

技
に
お
い
て
全
国
の
強
豪
二
十
七
チ
ー

ム
中
、

十

一
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

藤

村

・
安
藤
組
は
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
三
年

目
に
し
て
初
め
て
の
全
国
大
会

で
し
た

が
、

訓
練
ど
お
り
の
実
力
を
発
揮
し
九

種
弱
回
全
国
消
堕

秒
八
の
好
記
録
を

マ
ー
ク
し
ま
し
た
。

競
技
を
終
え
た
二
人
は
、

「東
北
大
会
で

は
三
位
で
し
た
が
、

今
回
東
北
代
表
と

し
て
出
場
し
た
中

で
は
、

最
高
の
タ
イ

ム
を

マ
ー
ク
し
た
こ
と
に
自
信
を
持
て

た
の
で
、

来
年
は
、

全
国
大
会

で
も

っ

と
上
を
ね
ら

っ
て
頑
張
り
ま
す
。

」
と
意

欲
を
燃
や
し
て
お
り
ま
し
た
。

藤村消防士(右)・安藤消防士
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この用紙は再生紙を使用しています。


